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学校図書館の活用 

○古典作品の内容理解を図る活用  

   ・現代語訳だけでなく，解説や挿絵などの充実した図書資料の選定と準備。  

   ・交流活動を設定と，司書を含めた教師によるそのデモンストレーションの実施。  

○読書活動に対する抵抗の軽減を図る活用  

   ・司書による読み聞かせコーナーの設置。  

   ・司書による，個に応じた図書資料案内の実施。  

 

１．単元名 『徒然草』に挑戦！～選んだ章段のタイトルを付けて後輩に残そう～ 

 

２．単元について 

 

（１）本単元で行う言語活動 

 本単元では，生徒たちを古典に親しませる授業の構築をめざして，生活に生かす視点で

『徒然草』の章段を数多く読ませることをねらい，後輩に伝えたい章段を選び，タイトル

を付けて紹介する言語活動を行う。  

 これは，中学校学習指導要領･国語の２年「ア 伝統的な言語文化に関する事項」及び２

年「Ｃ 読むこと」を踏まえて，言語活動例の「ア 詩歌や物語などを読み，内容や表現

の仕方について感想を交流すること」に基づいている。  

 『徒然草』は，滑稽な話や友人に関することなど，中学２年生にも示唆に富む内容が数

多く含まれている。人間の本質，人との関わり方，人生・生き方，上達･成功への秘訣など，

生徒は様々に学ぶことができるであろう。一方，各章段は文章量として比較的短くまとま

っており，生徒にとって親しみやすい作品と言えよう。 

 本単元では，こうした魅力や特徴をもつ『徒然草』の章段を数多く読ませるために，後

輩に伝えたい章段を選ぶ言語活動を設定することにした。来年度に最上級生として，新入

生も含めた後輩に伝えるという目的及び相手意識を明確にもたせることで，読みの主体性

を高めることができると考えた。また，後輩に紹介するに際し，選んだ章段に「タイトル」

を付けることは，古典の作品世界と現在の実生活との接点を見出してその内容を端的に表

現することであり，好悪などの感想にとどまらず古典を読み自分の考えをもつことにつな

がると考えた。本単元を通して，実生活で生かす視点をもち古典の作品世界に数多く触れ，

自分の生活や体験と関連付けて自分の考えをもつことは，今後の読書生活で古典を手にす

るきっかけになると考える。 

（２）本単元で身に付けさせたい力 

 本単元では，中学校学習指導要領国語（２年）における，次の三つの指導事項に関する

知識や技能を身に付けさせようとしている。「Ｃ 読むこと」の「エ 文章に表れている



ものの見方や考え方について，知識や体験と関連付けて自分の考えを持つこと。」と「オ  

多様な方法で選んだ本や文章などから適切な情報を得て，自分の考えをまとめること。」

及び「ア 伝統的な言語文化に関する事項」の「（イ）古典に表れたものの見方や考え方

に触れ，登場人物や作者の思いなどを想像すること。」である。 

 「Ｃ 読むこと」の「エ 文章に表れているものの見方や考え方について，知識や体験

と関連付けて自分の考えをもつこと。」に関する知識や技能を身に付けさせるためには，

まず，『徒然草』の書評を紹介することにした。現在『徒然草』を人生の指針やバイブル

として章段を紹介したり解説したりする書籍は数多くある。その書評を通して，本単元に

おける『徒然草』の読みにおいて「生活に生かす」という視点をもたせることにした。次

に，こうした書籍の目次を見せたり，教科書教材の「仁和寺の法師」を読んで感想を交流

したりすることで，同じ章段であっても異なる生かし方を見出せることに気付かせ，『徒

然草』の多様性のある読み方をとらえさせることにした。具体的な学習材には，原文への

抵抗を極力軽減して数多くの章段を読ませるために，『徒然草』の現代語訳や解説のある

図書資料を数多く集めた。具体的な学習は，多くの章段に触れさせ，後輩に紹介したい章

段を選ばせ，その章段のタイトルを付けさせるとともにその理由をカードに書かせること

にした。これは，章段の内容をとらえて自分の知識や体験と関連付けさせ，自分たちの生

活への生かし方を見出させるためのものである。また，「ア 伝統的な言語文化に関する

事項」の「（イ）古典に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物や作者の思いなどを

想像すること。」に関する知識や技能を身に付けさせることにも機能すると考えた。しか

し，章段内容に魅力を感じるものの，生活上の生かし方が漠然として自分の考えを具体的

にもてなかったり，それを端的に表すタイトルを付けられなかったりする生徒もいると考

えられる。そこで，後輩に伝えたい章段を選び，一通り紹介カードを書いてみた時点で，

選んだ章段の生活上の生かし方やそのタイトルについて意見を交わしたり助言し合ったり

する交流活動を設けることにした。自分の考えを広げることを目的にした交流活動とすれ

ば，友達の助言で漠然としていた考えが明確になって紹介カードが完成したり，同じ章段

であっても異なる生かし方のあることを目の当たりにしたり，あまり気に留めなかった章

段の魅力を発見したりすることもあると考えられる。各章段の生活上の生かし方について，

他者の意見も含めてその考えを広げてより良いものを選ぶことができたり，新たな考えを

見出したりすることにもつながるっていくであろう。こうした交流活動を具現化するため

には，交流のねらいとポイントを明示するとともに，実際の交流活動をモデルとして提示

することにした。具体的には，次の三つのポイントを踏まえた交流活動の台本を作成し，

本単元を進めるＴ１（教諭）とＴ３（司書）にＴ２（教諭）を加えた３人が話し合ってい

る姿を生徒に見せることにした。 

 ①章段の生かし方について，班員の漠然とした考えを明確にする意見や助言。 

 ②章段の生かし方やタイトルについて，班員の考えと異なる考えの提示。 

 ③章段の生かし方やタイトルについて，交流を通して得た新たな考えの提示。 

なお，交流のねらいとポイントから，交流し易い３名～６名の班を構成させることにした。 

 「Ｃ 読むこと」の「オ 多様な方法で選んだ本や文章などから適切な情報を得て，自

分の考えをまとめること。」に関する知識や技能を身に付けさせるためには，先に触れた

ように『徒然草』の書評により「生活に生かす」という読む視点と目的を明確にもたせる



ことにした。そして，『徒然草』の現代語訳や解説のある図書資料を数多く集め，自由に

手にとって読めるようにして，読書記録をとらせることにした。具体的には，目次を目安

に読ませ，『徒然草』全 243 段の中から，自分が興味をもって最後まで読めた章段には「〇」

を付けて簡単な感想や意見などをメモさせることにした。また，最後まで読んだが特に印

象に残らなかった章段には「△」を付けさせ，読み始めたが途中でやめた章段には「×」

を付けさせることにした。こうした読書記録を付けることで，数多くの章段に触れようと

する主体性が高まり，後輩に伝える価値ある章段を見極めようとする意識の高揚が図れる

と考えた。さらに，先に触れたように，内容に関心をもてた章段の「タイトル」と「タイ

トル設定の理由」を後輩への紹介カードに書かせることにした。なお，『徒然草』の章段

は比較的短い文章であるが，生徒によっては主体的に多くの章段を読むことが難しいこと

もある。そこで，Ｔ３（司書）による読み聞かせを通して多くの章段に触れる場をつくる

ことにした。そして，後輩たちが自分の興味・関心に応じて『徒然草』の各章段を読むこ

とができるように，紹介カードを分類・整理していくことにした。これは，『徒然草』の

各章段の生かし方の多様性に改めて気付かせるものである。また，分類･整理した紹介カー

ドを学級全体で集めて概観したり読んだりすることは，「ア 伝統的な言語文化に関する

事項」の「（イ）古典に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物や作者の思いなどを

想像すること。」に関する知識や技能を身に付けさせることにも機能すると考えた。 

 

（３）継続した学習 

 生徒たちは，今年度『平家物語』を学習材にして，関心のある章段を選び，原文の群読

ＣＤ作りを行っている。それは，伝統的な言語文化に関する事項の「（ア）作品の特徴を

生かして朗読するなどして，古典の世界を楽しむこと。」に関する知識や技能を身に付け

させるものである。群読に際しては，図書館メディアセンターの多くの図書資料にあたり，

史実にも触れて登場人物の心情や考えなどを読み取り，工夫を凝らして群読に取り組む姿

が見られた。また，より良い群読ＣＤを作るために繰り返し録音に臨む姿も見られた。  

 こうした生徒の姿において，本単元では，原文という抵抗を極力軽減して，現代語訳や

解説を通して古典の作品世界に数多く触れさせることに重点を置くことにした。そして，

先に触れた「『平家物語』の群読ＣＤ作り」と同じように「『徒然草』章段紹介カード作

り」をして形に残すことにした。さらに，それを後輩たちに残すことで，主体的な読みを

促すことにした。２学年の生徒たちは，現在「中堅学年」として部活や委員会で活動の中

心になってまだ間もない時期であり，後輩への指導の在り方や人間関係などに敏感である。

本校は部活動に参加している生徒が多く，それが学校生活の核になっている生徒も少なく

ない。そのため「先輩」としての自分たちの立場に非常に意識を高くもつ面が伺える。そ

の先輩としての意識を大切にして，「私たちが選ぶ『徒然草』の各章段やタイトルが，後

輩たちの『徒然草』を読む際のガイドになる」と伝えることで，学習意欲を喚起できると

考えた。これは，本校の研究主題である「さまざまな人々と共に生きる力を育み，学ぶ楽

しさを知り，自己肯定感を高める授業の在り方」の追究に即したものと言えよう。  

３．単元の目標 

 

（１）関心・意欲・態度 



・生き方に関する知識や指針などを求めて『徒然草』を読み，『徒然草』に表れるもの 

の見方や考え方に自分の知識や体験を関連付けて，自分の考えをもとうとする。 

・生き方に関する知識や指針などを求めて『徒然草』を読み，後輩に伝えたい章段を数  

多く集めて分類・整理しようとする。 

・『徒然草』を読んで，登場人物の思いや作者である吉田兼好のものの見方や考え方を 

とらえようとする。 

 

（２）読むこと 

・生き方に関する知識や指針などを求めて『徒然草』を読み，『徒然草』に表れるもの 

の見方や考え方に自分の知識や体験を関連付けて，自分の考えをもつことができる。 

・生き方に関する知識や指針などを求めて『徒然草』を読み，後輩に伝えたい章段を数  

多く集めて分類・整理することができる。 

 

（３）伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

・『徒然草』を読んで，登場人物の思いや作者である吉田兼好のものの見方や考え方を 

とらえることができる。 

４ 本単元の指導と評価の計画（６時間扱い）  
 
 
次 

 
時
間 
 

 
  ねらい 
  学習活動 

 
○指導のポイント 
☆必要な支援  

 

 
評価規準（ [ ]） 
評価方法（・） 

 

一 

 

１ 

 

◎ 随筆『徒然草』の特徴を把握して単元のねら 

 いをとらえ，学習の見通しをもつことができる。 
 

 

 

①「だまし絵」を見

て，1 枚が 2 通り

に見えることを知

り，視点を変える

ことにより，新た

な発見や物事の真

実を見出せること

を知る。 
 

 

○随筆には，「だまし絵」と同

じ様に，作者が身近な事象

から独自のものの見方や考

え方で切り取った真実が書

かれていることを伝える。  

☆視点を与え，1 枚の絵が 2

通りの絵に見えること知ら

せる。  

 

 

[関 ]随筆『徒然草』の概要

及びその生かし方・多様

性に触れ，学習のねらい

をとらえて，生活に生か

せる・後輩に伝えたい章

段を探そうとしている。 

・授業中の様子や学習の振

り返りを通して，『徒然

草』や本単元における言

語 活 動 に 関心を も っ て

い る か を と ら え て評価

する。 

 

 

 

②『徒然草』につい

て知っていること

を想起した後，幾

つ か の 書 評 を 読

み，その作品の特

徴から本単元の学

習のねらいをとら

える。 
 

 

○『徒然草』の概要を知らせ，

その特徴から，生活に生か

す視点で作品を読み，自ら

生かすとともに，後輩に伝

えることをとらえさせる。  

☆『徒然草』の概要を簡単に

とらえられる資料を作成し

て提示する。  

 



 

③学習方法のモデル

として，教科の「仁

和寺の法師」を読

み，「章段の生かし

方」や「タイトル」

を考えて学習の見

通しを持つ。 
 

 

◯Ｔ２が範読して解説し，Ｔ

１が生徒の考えを引出し，1

つの文章が様々に生かせる

ことに気づかせる。 

☆生徒の表現活動が豊かにな

るように，Ｔ１，Ｔ２が異

なる生かし方を提示する。 

 

二 

 

２ 

 

 ◎ 各章段を読み進め，生活に生かせる章段を 

選び出すことができる。 
 

 

 

④生活に生かす視点

で各章段を読み進

め，後輩に伝えた

い 章 段 を 選 び 出

す。 

※必要に応じてＴ２

の読み聞かせを聞

き，後輩に伝えた

い 章 段 を 選 び 出

す。 
 

 

 

 

 

 

◯読書記録をとらせて，数多

くの章段（古典の世界）に

触れさせる。 

☆図書資料の目次に目を向け

させて，生活に生かせそう

な章段を選びながら読むよ

うに促す。 
☆次の観点で読書記録をとら

せる。 

「○」興味をもち読めた 

「△」読んだが関心は無い 

「×」途中で読むのを止めた 

☆「○」をつけた章段につい

ては，感じたことや考えた

ことをメモさせ，「生かし

方」や「タイトル」を考え

る基にさせる。 

☆興味・関心をもった章段に

ついては，解説やコラムな

どにも目を向けさせる。 

☆生徒の読む力に合わせて図

書資料を勧める。 

☆一人で読み進めることが苦

手な生徒は，Ｔ２の読み聞

かせコーナーを活用させ

る。 

 

 

[関 ]『徒然草』を読んで，

登場人 物 の思い や 作者

の も の の 見 方 や 考 え 方

を と ら え よ う と し て い

る。 

・ 理 解 し や す い 本 を探す

姿，ノートや学習の振り

返りを通して，登場人物

や 作者の思い や 考 え を

と ら え よ う と し て い る

か評価する。 

 

[伝 ]『徒然草』を読んで，

登場人 物 の思い や 作者

で あ る吉田兼好 の も の

の 見 方 や 考 え 方 を と ら

えている。 

・ノートや学習の振り返り

を通して，登場人物や作

者の思い や 考 え を と ら

えているか評価する。 

 

[関 ]『徒然草』に表れるも

の の 見 方 や 考 え 方 と 自

分 の 知 識 や 体 験 を 関 連

付けて，生活に生かせる

自 分 の 考 え を も と う と

している。 

・ノートや学習の振り返り

を通して，自分の生活に

関 連 付 け て 感 じ た り 考

え た り し よ う と し て い

るか評価する。 

 

[読 ]『徒然草』に表れるも

の の 見 方 や 考 え 方 と 自

分 の 知 識 や 体 験 を 関 連

付け，生活に生かせる自

分の考えをもっている。 



・ノートや学習の振り返り

を通して，自分の生活に

関 連 付 け て 感 じ た こ と

や 考 え た こ と が記さ れ

ているか評価する。 
 

 

三 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎  後輩に紹介したい生活に生かせる章段を選び具

体的にどのような人やどのような場面で生かせる

か自分の考えを明確にもつ。 
 

 

 

⑤後輩に伝えたい章

段を三つ以上選択

して，紹介カード

を書く。 

※紹介カードには，

章段の「タイトル」

と「タイトル設定

の理由」を書く。 

 

 

 

 

◯紹介カードに，選んだ章段

のタイトルを書かせる。 

☆タイトルは，選んだ章段の

生活上の生かし方を端的に

表す言葉や，それに関連し

て後輩の興味を引く言葉を

選ぶよう促す。 

○紹介カードに，タイトル設

定の理由を書かせる。 

☆具体的には，選んだ章段の

大よその内容と，そこから

どんな人やどのような場面

の時に読むと役立つと考え

たかを書くよう促す。 

 

[関 ]『徒然草』に表れるも

の の 見 方 や 考 え 方 と 自

分 の 知 識 や 体 験 を 関 連

付けて，生活に生かせる

自 分 の 考 え を も と う と

している。 

・紹介カードや交流活動及

び 学 習 の振り返り を 通

して，自分の選んだ章段

を 自 分 の 生 活 に 関 連 付

け て 感 じ た り 考 え た り

し よ う と し て い る か評

価する。 

 
 

[読 ]『徒然草』に表れるも

の の 見 方 や 考 え 方 と 自

分 の 知 識 や 体 験 を 関 連

付けて，生活に生かせる

自 分 の 考 え を も っ て い

る。 

・紹介カードや発表原稿，

交 流 活 動 の 様子や 学 習

の振り返りを通して，自

分 の 生 活 に 関 連 付 け て

感 じ た こ と や 考 え た こ

と が記さ れ て い る か評

 

⑥紹介カードを使っ

て，自分が選んだ

章段を学級内で紹

介する交流活動の

準備をする。 

※章段の大よその内

容と，そこから考

えた生活上の生か

し方，タイトルを

書く。 

 

 

 

○選んだ章段の生活上の生か

し方や，タイトル設定の理

由を述べる発表原稿を 書

く。（第～段は，～な内容で，

～のように生かせるので，

～というタイトルにしまし

た。） 

☆章段の生活上の生かし方や

タイトルが見いだせない場

合は，班員に相談できるよ

うに，章段内容を伝えられ

るように準備させる。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦選らんだ章段の生

かし方について，

自分の考えを広げ

る 交 流 活 動 を 行

い，章段の紹介カ

ー ド を 完 成 さ せ

る。 

※Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３

によるデモンスト

レ ー シ ョ ン を 見

る。 

※自分の選らんだ章

段とその生かし方

やタイトルを発表

したり，発表にた

いする自分の考え

を述べ合ったりす

る。 

※交流後に，必要に

応じて，紹介カー

ドの加筆・修正を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

○選んだ章段の紹介カードを

友達に見せて，生活上の生

かし方や，タイトル設定の

理由を述べ合わせる。 

☆交流活動のモデルとして，

次のねらいとポイントで ,

Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３でデモン

ストレーションを行う。 

☆選らんだ章段に対する自分

の考えを広げる目的の交流

であることを明示する。 

☆章段の生かし方について，

班員の漠然とした考えを明

確にする意見や助言をする

場面を見せる。 

☆章段の生かし方やタイトル

など，班員と異なる考えを

述べる場面を見せる。 

☆交流を通して新たな考えを

得て述べ合う姿を見せる。 

☆自分が選び読んだ図書資料

を班員に適宜見せられるよ

うに準備させる。 

○選んだ章段の紹介カードを

完成させる。 

☆友達の意見を取り入れて加

筆・修正しても良いことを

確認する。 
 

価する。 

 

 

四 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎  後輩に伝えたい章段の紹介カードを，分類・

整理することができる。 
 

 

 

⑧後輩に伝えたい章

段 の 紹 介 カ ー ド

を，４つのテーマ

に分類 ･整理する。 

※人間関係  

 部活動＆スポーツ  

 学習 

 その他  

 

 

○作成した章段紹介カードを

４つのテーマで分類させ，

学級全体で集めて１冊にま

とめさせる。 

☆４つに分類する際、二つ以

上に関連する可能性がある

場合，どちらに重きを置く

かを考えさせる。また，適

宜交流をして，友達の意見

を参考にして決定させる。 

 

 

 

 

 

[関 ]生活に生かす 視点で

集め た 後 輩 に 伝 え た い

『徒然草』の章段を，分

類しようとしている。 

・作成した紹介カードを分

類している様子や，学習

の振り返りを通して，後

輩 に 伝 え た い 章 段 を４

つ のテーマに 分類し よ

う と し て い る か評価す

る。 

 

[読 ]生活に生かす 視点で

集め た 後 輩 に 伝 え た い

『徒然草』の章段を分類

することができる。 

・作成した紹介カードを分

類している様子や，学習



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の振り返りを通して，後

輩 に 伝 え た い 章 段 を４

つ のテーマに 分類す る

こ と が で き て い る か評

価する。 

 

 

⑨単元全体の学習の

振り返りをする。 

※次の三つの項目に

ついて振り返る。 

  

 

○選らんだ章段の数を確かめ

させ ,次の３つの視点を与

え て 単 元全体 を振り返ら

せ，自己の学びを自覚させ

る。 

☆作品内容の特徴や ,特に心

に残った章段について。 

☆兼好法師のものの見方や考

え方の特徴，思想について。 

☆古典及び随筆の特徴やその

読み方について。 

 

 

 

 

 

[関 ]単元全体を振り返り、

作者の も の の 見 方 や 考

え 方 を改め て と ら え よ

うとしている。 

・単元全体の振り返りを通

して，作者のものの見方

や考え方，思想などをと

ら え よ う と し て い る か

評価する。 

 

[読 ]単元全体を振り返り、

作者の も の の 見 方 や 考

え方をとらえている。 

・単元全体の振り返りを通

して，作者のものの見方

や考え方，思想などをと

らえているか評価する。 
 

 

５ 本時の指導（５／６） 

 

（１） 本時の目標 

[関 ] 『徒然草』に表れるものの見方や考え方と自分の知識や体験を関連付けて，生活に生 

  かせる自分の考えをもとうとしている。 

[読 ] 『徒然草』に表れるものの見方や考え方と自分の知識や体験を関連付けて，生活に生 

  かせる自分の考えをもつことができる。 

（２） 本時の展開 

時
配  学習活動と児童生徒の反応 

指導のポイント（○）必要な支援（☆） 

評価規準（ [ ]）と評価方法（・） 
 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 選らんだ章段について考えを広

げ，紹介カードを完成させよう。 

 

①本時の学習のねらいと流れを知 

 り，教師の交流会のデモンストレ 

 ーションを見て ,交流会の見通し 

 をもつ。 

  

・交流会の目的を自覚し，紹介カー 

 ドの提示方法や発表の手順・発言 

 内容など，交流会の具体的なイメ  

 ージをもつことができる。 

 

 

 

 

 

○本時の学習のねらいや発表の手順を示した

上で，Ｔ１，Ｔ２ ,Ｔ３による交流会のデモ

ンストレーションを行い ,発表方法や発言内

容など交流会の見通しをもたせる。 

☆Ｔ１,Ｔ２ ,Ｔ３の発言がどのような意味を

もつものか ,適宜解説を入れるとともに ,生

徒に声かけや指名をして，共に考えさせる。 

 

 [関]交流を通して，『徒然草』に表れるものの

見方や考え方と自分の知識や体験を関連付



 

 

 

 

 

 

 

30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

②自分が選らんだ章段について，大  

 よその内容を説明し，生活上の生 

 かし方やそのタイトルについて 

 示し，感想や意見を述べ合う。 

・自分が選らんだ章段の生かし方に

ついて，漠然とした考えを明確に

することができる。 

・自分が選らんだ章段の生かし方や

タイトルについて，新たな見方や

考えを得ることができる。 

・個人では気付かなかった章段の魅

力や新たな生かし方などに気付

くことができる。 

 

 

③章段紹介カードを完成させる。 

・班員の意見を参考にしたり取り入

れたりし，より充実した紹介カー

ドを作成することができる。 

 

④まとめとして学習を振り返る。 

・『徒然草』の各章段の読みの多様 

 性に気付くことができる。 

・交流により読みが広がったり深ま 

 ったりすることに気付くことが 

 できる。 

 

けて，生活に生かせる自分の考えをもとうと

している。 

・教師のデモンストレーションを見る姿，交流

活動の様子や学習の振り返りを通して，自分

の生活に関連付けて感じたことや考えたこ

とを書こうとしているか評価する。 

 

◯Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３で分担して各班の交流状   

 況を確認し，適宜助言をして ,各々の考えが 

 広がるようにする。 

☆自分の選らんだ章段の大よその内容を知ら  

 せるために，活用した図書資料を班員にも適  

 宜見せられるよう準備させる。 

☆章段の生かし方やタイトルが見いだせてい   

 ない場合，共に考えるよう促す。 

☆同じ章段を選んでいる場合は ,発表者に続き 

 自分の考えを述べるように促す。 

☆自分が選ばなかった章段だが，生活に生かせ 

 ると思った内容はノートにメモをとらせる。 

 また，交流を通して見出した新たな考えは , 

 ノートにメモをとらせる。 

 

◯必要に応じて紹介カードの加筆・修正を行わ

せる。 

☆班員の意見や助言，そのメモを活用させる。 

 

 

[読 ]『徒然草』に表れるものの見方や考え方と

自分の知識や体験を関連付けて，生活に生か

せる自分の考えをもっている。 

・紹介カードや発表原稿，交流活動の様子や学

習の振り返りを通して，自分の生活に関連付

けて感じたことや考えたことが記されてい

るか評価する。 

６ 生徒の表れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ1､2､3 による話し合い  

デモンストレーション  

生徒たちは手元のメモの束を見ながら、話し合い活動。机間巡視をしながらアドバイス。 



７ 成果と今後の課題  

 本研究では，生徒たちを古典に親しませる授業の構築をめざして，学校図書館の活用の

あり方として，次の２点を追究してきた。 

 

 ○古典作品の内容理解を図る学校図書館の活用  

 ○読書活動に対する抵抗の軽減を図る活用  

 

 具体的には，まず，生徒の実態から身に付けさせたい力を明確にして，それを身に付け

させることに適した学習材及び言語活動を見出した。次に，教師が実際にその言語活動を

行ってみて，生徒の主体的な学びを具現化するための手立てを講じていく中で，学校図書

館の活用のあり方を見出して単元を構想した。そして，単元の目標を達成した生徒像と授

業中の生徒の様子や学習の振り返りの声を照らし合わせてみた。（〇生徒の学習の振り返

り・授業中の様子）本研究で明らかにされたこと，また，課題として考えられることを，

研究のまとめとして述べる。 

 

（１）古典作品の内容理解を図る学校図書館の活用 

  

 ①現代語訳だけでなく，解説や挿絵などの充実した図書資料の選定と準備をすることは， 

  古典作品の内容理解を図ることにつながる。 

   〇同じ章段で、本ごとに内容が少しずつ違い、比較して読むと楽しかった。  

   〇本の中の説明や細かい所までしっかりみて、章段にあったタイトルを付けられた。 

   ・漫画で描かれた『徒然草』の世界に読み耽る生徒の姿も見られた。 

  今後は，図書資料の特徴をとらえて分類 ･整理し，生徒への提示の仕方に工夫をするこ 

  とで，生徒一人一人が自己の状況に合わせて図書資料を選択できるようになるだろう。 

 

 ②生徒の交流活動を設定して，司書を含めた教師による話し合い活動のデモンストレー 

  ションを実施することは，古典作品の内容理解を図ることにつながる。 

   〇先生が読んだ作品が面白かった。もっといろいろな作品が知りたくなった。 

   〇同じ章段を読んでも周りの人たちや先生と感じ方が違い楽しかった。 

   〇班の人に相談したら、良いタイトルが見つかりました。お互いに誉め合ったり、  

    指摘したりして、楽しかったです。  

   〇友達が選らんだ章段の内容を聞いていて，その章段のタイトルなど，いいなと思  

    ったやつは全部ノートに記録した。 

   ・図書館のテーブルに班員が集まって座るため，親密感も出て交流する雰囲気が自 

    ずと作られていた。 

  今後は，様々な単元を通して目的に応じた交流活動を体験させ，学習内容や学習状況  

  に合わせて交流活動を活用できるようにすることが課題である。交流活動のデモンス 

  トレーションは，生徒の反応を見ながら実際にやって見せることに効果はあるが，映  

  像化して繰り返し見ることができる教材にして，話す･聞くことの指導との連関を図る 

  ことも可能であろう。その際、司書の協力は大変大きなものである。 



（２）読書活動に対する抵抗の軽減を図る学校図書館の活用 

  

 ①司書による読み聞かせコーナーの設置は，読書活動に対する抵抗の軽減を図ることに 

  つながる。 

   〇全部は読めないけど，面白そうなものから楽しんでいきたい。読み聞かせ，良か  

    ったです。今日も，読み聞かせでたくさんの章段を読むことができた。  

   ・読書に抵抗のある生徒も楽しんで聞き入り，読書記録を付けたり，感想をノート  

    に書いたりする姿が見られた。  

  今後は、こうした読書活動を適宜取り入れた授業を継続的に行いながら，段階的に読 

  み聞かせコーナーから個人の黙読へ移行する手立てを見出し，個々の読書活動を充実 

  させていくことが課題である。 

 

 ②司書による，個に応じた図書資料案内の実施は，読書活動に対する抵抗の軽減を図る 

  ことにつながる。 

   〇読み聞かせをしてもらった。高桑先生の音読がとてもわかりやすかった。詳しく 

    教えてくれたので、より深くその章段について知ることができた。 

   ・読み聞かせそのものが，そこに集まった生徒に応じた図書資料及び章段の選定に 

    なっていた。 

   ・同じ章段の現代語訳であっても，図書資料により使用されている語彙の難易度が 

    異なるため，手にする本によって読書活動が停滞してしまう姿が見られた。 

  今後は，量的にだけでなく，質的にも生徒の実態に応じて図書資料を吟味して用意す 

  ることが必要である。生徒がよく手にする図書資料について来年度に引き継ぐなど， 

  継続的に本単元を実施する取り組みも必要であろう。 

 

（３）身に付けさせたい力を養うのに適した学習材と言語活動の選定 

 

①生活に生かす視点で『徒然草』の章段を数多く読み，作品に表れるものの見方や考え 

 方に自分の知識や体験を関連付けて，自分の考えをもつことができる。 

   〇「◯」がつく本があって、本を読むのが楽しくなる。 

   〇タイトルを付けるとき、その章段の内容を更に理解しようとした。 

   〇自分が選らんだ章段を同じように後輩が選んでくれるとは限らないけど、自分が 

    選んだ章段を読んでくれるだけで、頑張って選んだかいがあったと思える。 

  随筆で，比較的短い文章の章段が多いことから，読書記録を活用して自己の興味・関 

  心に基づき読み進めることができていた。また，後輩に伝えたい章段を選び，タイト 

  ルを付けるという言語活動と場の設定も適していたと言えよう。さらに，先に触れた 

  ように，交流活動を設定し，その充実を図るためのデモンストレーションも有効であ 

  った。今後は，他のジャンルの文章にも多く触れるための言語活動やその手立てを見 

  出していくことが課題である。 

 

 



②生活に生かす視点で『徒然草』の章段を数多く読み，後輩に伝えたい章段を数多く集 

  めて分類・整理することができる。 

   〇分類は，人によって感じ方が違うので分けるのは大変した。読みに行きたい。 

   〇「人間関係」が一番みんなが選ぶ章段だった。 

  本単元では、生徒の読みの状況や作成された紹介カードを見て「人間関係」「部活・ 

  スポーツ」「勉強」「その他」といった４つに分類させたが，今後は「生活に生か 

  す」という大きな視点ではなく，もっと小さな視点をもたせて読ませることにより、 

  より目的的な読書活動へ導くことができると考えられる。 

 

 ③生活に生かす視点で『徒然草』の章段を数多く読むことで，登場人物の思いや作者 

  である吉田兼好のものの見方や考え方をとらえることができる。 

    〇『徒然草』を全部読んだら兼好法師の人柄がでるなと思いました。 

    〇兼好法師は，色々な事に関心があるから，色々なジャンルで物事を考えられる  

    〇『徒然草』のほとんどが元気がもらえたりすることを書いているので，優しい 

     なと思いました。 

   読む量を増やす手立てとして読書記録を付けさせたが，今後は単元のねらいに応じ 

   て，読む視点やとらえさせる内容を操作できる手立てを見出していくことが課題で 

   ある。 

 

（４）古典に親しむ態度の醸成 

    〇現代の自分たちに人生の助言をしているようだった。 

    〇古い随筆など，共感できる部分は少なく読みづらいけど，色々なものや出来事 

     について置き換えてみると，読みやすくなり共感できたりする。 

    〇全部の章段を，サッカーのことに置き換えて読めば面白いなと思った。 

    〇今までの古典とは違って，読みやすく，内容をきちんと理解することができた。 

     物語ではないけど，また読みたいと思うことができた初めての作品でした。 

    〇随筆は，一部分だけ読んでもためになるところがあるので，簡単に読めるので 

     いいと思いました。 

    〇随筆はその人の考えることなので，全てが正しいと思って読むのは良くないと 

     思う。その人の考えと自分の考えを比べながら読むのがいいと思う。生かせる 

     場面を考えながら読むのもいい。 

    〇こんな時，兼好法師はどんな風にするだろう？と考えながら生活して，自分の 

     読んだ章段も少し参考にしていいきたい。 

 

 本研究で残された課題を追究するには，学校図書館を活用した古典に親しませる授業実

践をさらに積み上げていくことが必要である。そのためには，言語活動に取り組む生徒の

姿や，学習の振り返りにおける生徒の声に，教師が学ばなければならない。今後も，古典

に限らず，学校図書館を活用した，国語の力を効果的に身に付けさせる単元の構想に努め

ていきたい。 

 






